
鈴ケ沢遺跡

Ⅴ 遣物包含届

当調査地の各平場・遺構での土層断面図では所々に於いて、自然堆積層が欠けたり又盛土に

て覆い隠されたりしている。自然埋没による遺物の包含や、人為的壊変による遺物の移動・包

含を当調査地は経ているが、それらを一括して扱う○個々の遺構及び伴出遺物の時期時代関係

については識別考察を加えたが、それらと包含層遺物の関係の明確化は今後の課題とする。

〔出土遺物〕石器、縄文式土器、弥生式土器、土師器、須恵器、陶器(中世・近世) 、磁器

鉄製品(古代・近世等) 、古銭等が出土したがそれぞれ遺物毎に以下に示す。

(1)縄文式土器及び弥生式土器(24 ・ 25表、締図)調査記録にて縄文早期及び中期(大木

7a)出土となっている。早期末・前期初頭と思われる遺物は35図1等である。弥生式土器片

は縄文式土器片と同じく破片のみである。出土分布については42図にて示す。

第24表 凶番号 
写真 番号 

出 土位置 胎土 色 調 焼成 遺存部C初 備考峨形・調整・形態・含有物等・(∽)推定倒 

組1 35-2 12-42 第一平場北縁 重た l≡ミ 7.5YR名鈍橙 重書き 日 口縁片4×5 R-し・山形突起引き出し・繊維含む 

文2 式 

〃-3 〃-43 第一平場北縁 普 5YRお鈍赤褐 田鶴 しコ 休 部5×5 R-L.L「R.羽状・長細節・石英・繊維含む 

土
3 〃-1 〃-44 Bd48 

並 亡I 5YR%鈍植 重な と1 休 部4×5 R-し・隆・詩内面も圧痕摩耗・繊維含む 

器 4 〃「4 〃-45 第一平場北縁 億は 日 7.5YRシ舌鈍掲 普 体小片 R-し・横位回転・重なりで羽状・スス付着 

弥1 生 

′′-5 〃一46 Bcd42・39 
食色 置∃ 10YR坊浅黄植 不良 口接片5×3 R-し口唇部圧痕・竹管様工具横圧 

式2 土 

l/-6 〃-47 

Bh48(表土) lI〃 

虹〇 日 10YR労鈍黄褐 普 〃 7×3 綾絡様文(頚部に沿って)下部磨ざ山形突起 

器 3 〃-7 〃-48 
血き しi 重0YRウイ灰黄楊 さ重 i三i 休 部3×5 R-し細い撚糸文・内面磨き入念 

第25表 出 土 破片数 B区縄文式土器(但し別表分除く) 同C区同 

計 

同弥生式同 

a36 ab33 Cd51・45 d48 h24 h21 hi36・33 j63 
第一平 場表採 第一北 縁表採 

b 24・21 Bh54・48 

2片 2片 I片 9片 4片 2片 1片 2片 15片 8片 1片 47 8片 

第35図 拓影
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5-6 :弥生式土器片
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鈴ケ沢遺跡

(2〉 土師器・須恵器(36・37図・写真10図及び11図、 26へ27表)

遺構以外の出土遺物としても破片が多いが、第26表に示されたように完形に近いものもある。

この内で36図5 Cd33焼土部のものは第1竪穴住居跡(Cc33)関連遺物に類似のものである。

36図2はCa21竪穴状遺構遺物と関連ある。これら土師器の射ま大半が回転糸切無調整底であ

る。須恵器の主なものは第27表に示した。これ以外の破片数も多くない。 37図2は溝壁土の破

片ではあるが別位置の破片と接合しCe24表土中の底(同図4)と類似で、同一個体の可能性

が強い。同図7は鉢形で焼成が悪い為か軟質である。同図6は本調査関連前沢町泊ケ崎遺物の

表面・胎土の状況に類似である。出土分布の総体は、第一平場北縁及び東南端に集中する傾向

を示す。 (42図)

第26表 図番号 写真番号 出 土位置 口径の 底径肋 器高の? 胎土 色 調 等 備考「成形・調寵・形態等・の)は推定値」 

土杯 Il 師′′ I/ 

36-1 10 -1 Cab21 (12.8) (7.2) 4.5 普 7.5YRl舌橙 内黒・ロクロ切離不明・凹凸なし・石綿様含有物 

36-2 10
-

2 αc27・24 12.5 5.4 4.6 〃 7.5YR擁浅黄橙 内黒・回転糸切無調・肩部様段・石綿様含有物 

36-3 10
-

3 Cb36 15、2 5.8 4.7 〃10YRシ∠灰白 内患・回転糸切無調・外面凹凸あり・黒斑あり 

36-4 重0
-

4 Cd33 13.7 5.6 4.9 〃 7.5YR擁浅黄橙 内黒・回転糸切無調・外面幾分凹凸・内面掻線 

器 愛 36-5 10
-

5 Cd33焼土部 6.9 粗 5YR擁檀 回転糸切・表面磨耗 

ノ

3 第36図(S≒塞)
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第37図(S≒塞)
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遺物包含届 出土遺物(土師器須恵器)

第27表 図番号 
写真 番号 

出 土 位 置 胎土 色 調 焼成 過存部 Cの 備考「成形・調整・形態・含有物等・色の推定値」 

土師捷 37葛1 1上14 Ca21(表土) 粗 5YR%灰褐 

量は ∈I I/ 地 目 

□縁片11×7 黒色処理(内面)・刷目(同)・口唇措ナチ 

須杯 // 

37-2 l上15 Bh27構盛土 立也 Iゴ 2.5Y名黄灰 口縁片 外皮・ロクロ成形・Bi30溝のⅢa片と接合 

37-3 11-重6 Cd33暁土4 .出 自 51?イ灰 □縁片4×5 (口径1重C初)直口・ロクロ成形 

I/ 恵琵 

37葛4 l上17 Ce24(表) 粗 2.5Yう/灰黄 直也 し" 底 部 回転糸切無調 

37-、5 I】十18 Bj24 粗 5YR坊黒 良 頚 部10×5 ロクロ痕・断面2.5YR%鈍倍・Cbc24.21片と接合 

器霊 
37-6 1十19 Ce21ぐ衰) 良 10YRシ乞灰黄褐 良 底 部4×5 (底径100の外面下部に2本の筋 

37-7 1上20 Ccd27・24 粗 2.5Y%灰黄 粗 ロ縁片 内壁・ロクロ成形 

遺物包含届 出土地点別土師器、須恵器の器種内容

第27’表 出土地高 

(内黙)(同課-「非勲」土師器 須 恵 器 

合 計 

出土地点 
(内隷)(両線)「非隷」土師器 須∴∴恵∴∴器 

合 評 

均、 捷 杯 憂 杯 捷 杯 愛 

□縁邸 休 部 底∴部 □縁・体・底 □緑・体・贋 口絃・体・庭 □ 綾部 休 部 底∴∴部 【」絃・体・底 口数"体・底 口数・体・庶 

ーB B B C 

種12 ab9 

(2) (1) 巾 (2) 「U 

吻 

巾 (6〉 (2) (2〉 (1)「1」 

l 2 

1 1・】 

l 2 1 

2 2 

C 

種21・18 b27・24 

(i㊦山 (10 印 (2) (3) 

灼 (6) 

(2〉 五) (2) (1) くら) (1〉 中 川 

l・3 l・6 

6・1 5 l・i 1 

l l 

29 13 

e51・48 吻 4 b24 曲 

l・16 1・l 1・2 1 2 

21 

ぐ24・21 吻 1 3 b24・21 灼 5 

d42・39 d27 e24 e24・21 h54 h24 h21 hi33 

「山 川 (5)「l」 (5)「l」 

2 i 2 2・3 3 6 

4 2 1 6 13 2 8 3 
b21 b15 b027・24 h24・21 c27 ぐ18 cd33・30 ぐd21 

「U 「3」 (1腫軸 物 03「18」 

21 1 )0 43 2 3 43 2 

hi30 は) (4〉 

1 2 

6 d36pi 調 「時) 17 

hi27・24 i42・39 

巾 

亘- (1〉 
2 3 d36・33 d33 

は) (7) 飢)印 

(4)「14」 

2】 1 

i30 仕) 

(1〉劇 中 申 

4 d27 (3)「U 1 5 

」48・45 j27 jCa30・27 jCa24・21 a30 寄27 a27・24 a21 

(6) 固 く1〉吻 (5) !2)噌 

6 2 12 l 5 5 3 13 
d24 d18 def24・21 de24・21 e24 e24・21 e21 ef24 

(9)「3」 〈5自利 (8)吻 「U (5)吻 

9 2・11 2・I 10 8 
21 8 7 48 1 4 18 8 

小 計 (5圃 肌〉6)暢劉 (砂的 3・20 1・上l 7 112 小 計 6秋3)鴨 00同O (7)(封切 10・70 10・21・1 ・1・1 352 

注1.数字は破片数である。 
合 計 

(3) (6) (5) 

13・90 )1・22・2 8・1 

464 

2.接合したもの・同一地点で「i千十個体とみなせるものl点 (62)峰山 ㈲n狩 (19)「7」 
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(3)陶磁器、鉄製品(38図・写真11図・28表) ・ (24図)

陶磁器類の出土は少く、館などの遺構に伴うものはない。 38図13は中世陶器片、同図11 ・ 12

は古瀬戸片、同図10は白磁片とそれぞれ推定される。出土は、第一平場4片、第二平場7片、

第三平場1片、第五平場溝壁土2片となる。鉄製品としては、同図18の刀子が第一平場造成盛

土に出土した。同図17は鞘の止金具様で第一平場表採、同14へ16の紡錘車はそれぞれ、 Ca21・

18. Cb39.表採となる。同19へ23は角釘等で第一平場4片、第五平場l片であるが同23はCd

33焼土下の出土である。同13は鉄津が付着しているフイゴロである。内径3.2an、外径7. 4a競、

残存長3・ l c77Zである。尚24図の煙管雁首は第五平場Aij 12の撹乱層より、古銭は第一平場より

無寧通宝が、第二平場より寛永通宝10 (古寛永9、新寛永1 )がそれぞれ出土している。

第28表 図諒号 写真怒号 出 土 位 証 特 徴 
鉢 38-1 11- 1 溝(AjO9)培土 内母・片l」様対称2喧□部・内外7.5Yライ灰色・灰紬の一部に鉄粕-2.5Yシ縛褐色 

陶〃 II 

38- 3 1l- 3 第一平均(表土) 直□幾分厚手(粕厚0・6`の気泡税斑点・内外IOBGシ碕灰色・胎土2α労灰白色 
38- 4 11- 4 第二平場 内督気味・「憎部薄手・外面灰柚5Yう/灰白・内戚緑粕(口径13.7の)※Bh50基盤上 

lI 硫 

38- 5 11- 5 BjCa27・30(第l) 外反強い・内外面自然粕様5Yブイ浅黄色に近い緑色・胎土7.5Y9イ灰白色 
38-11 11-11 溝(Aj36)埋上下 ロタロ娘・内面及び外面□綾部灰抽・外面下郡及び胎土7.5YR9イ鈍橙・内面51㌧宅灰白 

II 器鉢 

38- 6 】1- 6 Bg12土塊基(理) 体下郎内析部・内外灰抽7.5Y寿浅黄色・胎土2.5Y%淡黄色 
38- 8 11- 9 第二平場 内面段・内外相(粕が基健外面乳白色部分的に)粕厚0.6請5YRライ極暗赤褐色 

嚢 38- 9 11○○ 8 第二平場 下休部・内面梯ナチ"外面襟へラナチ凹凸・外面灰柚25Y易浅黄色・船上内面10YR9イ灰白色 
磁 1 38- 2 1】-、2 Ca12他山直上 

ロ

i 白色に市色絵 

2 38- 7 1重
-

7 第一平場(表採) 白色に青色異類 
3 38-10 11-10 B.jCa27・30(第1) 底部近く・内外面5Y名灰白色(5Y叛浅黄の小琉点内面に多い)白磁? 

陶 嚢 38-12 = 葛I2 Bd36(第三平場) 調整糸底(4.4c7n).内面灰粕7.5YR%灰白色(乳白色Iこ近い)・外胎土2.5YR*橙色柚垂 
器 鉢 38-重3 1重 -13 第二平場(表土) 底部(径40乃)・体上部直立?・内外面10YRしな黒色自然粕まだら・中世陶器 

l-13:陶磁器14:フイゴロ15-17:紡錘車18:輔の足金具19:刀子 20-23:釘

24:鉄製品(S≒方)
第38図
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(4〉 石器(第39へ41図・29表・写真12図) 磨製石斧1 ・石箆2・石匙7・石鍛7 ・石皿1

・不定形石器49 ・剥片等百数十片である。石材については珪質泥岩が半数以上で硬質泥岩がそ

れに次ぐ。 39図8の石斧は丁寧に磨かれている。石箆は加工が荒く欠損品である。同図3の石

鑑は基部攣人が特徴的である。石匙の剥離面は凹面である。同図9は小型石皿破片である。不

定形石器には使用痕ある剥片も含めてある。出土位置は斜面で特に第一平場南東部に多い。

邦29 表 国番号i7了要諦号 出 土 地∴慎 長さC京 「†)ぐの 朗さくや 重さタ 材∴∴∴∴質 備 考 

駐致石斧 39・8lI2- 8 痛二平場(衣) 7.83 5.87 255 重83.8 雄性泥岩 時血、十村 

石 1 ′′-i申12-10 Cc15 6.07 3.84 1.!9 24.9 鉦頓碇岩 航.長端,矢 

箆 2 ′′臆‖! 12 il Cd27 4,5) 4.42 上37 :猫.9 璃臨泥岩 拙.短辺鵡矢 
1 

′仁1212-i2 -13音 Bhi33 Ba23 3、82 358 上93 300 0当0 )70 5.7 6 

埴ni定吉 

左馳.按残る l.倦 ん∴∴2 

3 ′′12葛I3 ′′国12-14 Cb24(衰) 6、47 4.08 0、66 10, 15.4 硬質碇岩 繊 左嬰 

要用 と.鯛欠 ) 

4 5 ′′・15I2-15 ′′-I612「16 Cb24(衣) Cb2l 6.9I 6、17 i258 2う0 0.77 0.78 13.8 9.4 圧印,守宮 右型.枝あり 右塑.二校蹟 

匙 6 /′-17 I2」17 Cb15(或) 2 79 2ふ48 0.77 6.l 犯情雄雌岩 有刺「踊ii丸味 

7 ′′-18 I2 -I8 G24-21 3.3612工5 0.70 5.8 璃衝電着 左寧 ∴ 下側加書手 

l 

′′ 1I2- 1 B寄21 
205l上4了 

0 27 0.7 礎簡尼岩 敏 

.先端実 録事 

有音 ∴∴3 ′/ 2 12- 2 Bぐ36 2.45 
!I36 

8 

0.27 0、7 聞暗
i無 

3 4 ′/-3 ′′-4 12-3 12-4 BlOO Cb36(衣) 2.94 2、26 上8 上37 0.49 0.38 上9 0.9 長∴∴髄 琉 有’ …欄l大 .持節穴 

5 
′′-

5 I2
臆

5 Cぐ21 3.16 ii25 0.46 上4 堆衡泥岩 無 .長拙∴按 

鉄 6 ′/- 6 i2- 6 上59 
i↑40 

0.32 0.55 璃横∴岩 有● ?.竣郡三角形 

7 ′I- 7 12- 7 上90 
十

上る4 0.38 0.8 璃櫛泥岩 闇 ? 煉部欠 

石肌 II- 9 12- 9 Bh54(蓑) 3.58 「209 0、86 7.3 石英斑岩 辟面剥離 

1 

′′ -19 12」19 Ba33 5.58 4.〔鳩 上00 22,2 I砥花器 自然面接 

2 ′I臆20 )2 20 Bぐd51・45(表) 2.了7 I3.67 0.75 5.7 剥片 

3 Bぐd5i・45(衰) 2.30 上67 0.64 2.7 

破門柁岩 

剥片凸郵便用 

4 Bぐd5l・45(衣) 2 06 

雪309 i262 0.75 03 3、1 9 

剥片 

5 6 

i 

Bぐd5l・45(衣) Bぐd51・45(衰) 上30 上39 】180 .4 吊33 
0, 0、6 珪髄柁岩 剥片全間伐用 

7 
十 十 

Bぐd5i・45(衣) 2.45 雪108吊66 I 上3 硬析柁若 剥片 

8 9 39-22 ′′-21 )2-」22 12-2i Bcd42・39 Bcd42・39(喪) 5.70 5.)9 半4l 16.00 上21 上63 32.4 45,9 大振りの剥片 

ネ 10 jO‾l I2臆 23 Bcd42・39(鼓) 5、22 3,68 1.76 37.3 時宜i呈需 鳩郎刀つふし 

11 40- 2 】2臆24 

つ 

Bぐb42・39 4.71 

7 3.83 2 

0.75 0.96 0.92 03 9.9 17.8 3,8 )7 

硬1姑を詳 

剥片 円周鋭くl 

12 13 

40臆 3 

12臆_5 i 

Bね42・39(衣) IBぐd42・39 Bぐd42・39 「Bd・42・39(衣) 
4.2 2国 1、64 !175 

6.2 3.93 雄櫛泥岩 

飯 長仰 I 打.I即(椴 i練加萱- 

14 15 

音3.00 阜43 

言0 0、41 OI5 0.40 ○○亀5 0.96 0.86 信 

硬質,宣告 

モノ

臆_ 剥片 

16 

12-27 12-26 12葛28 12--29 12臆32 12葵30 )2臆31 

匡d42・39 闇器 

眉; 情 十」0 上24 【1.47 

L68 35 :雪子十㌦ 先端部使用 lしlI都側使用 

定17 18 

40-5 40-4 40臆6 

.4 4.48 l硬剛と岩 臆l」 1側嫁便III 

19 3∴16 緑色妙所泥岩 剥片 

20 3.46 硬髄.宅若 Ⅲ先端使用 

2I 3、26 0.67 6.4 壇瑠岩 細沢郡硬周 

22 :l、93 0.61 0,8 黒曜石 使用 痕剥片 

23 2.42 0.48 5,2 雄握杜若 先端的歴 

形
24 40- 9 3,I5 0、73 9.2 硬慣l尼岩 長個緑調幣 

/

25 40葛 7 4,24 1.14 13,8 砂買寝質柁岩 l木∴蔦朴 

26 

40臆8 【 40-11 40-IO 

3.47 0,8I l上l 

硬慣碇岩 雄「証I畳; 

日課面接 

27 上09 

0.24 027 0.4 0.7 

l甲高他用 

28 

12○○33 12-:14 i235 信 

l.72 l.31〕 剥片 

29 30 上43 4.3了 ;3工6 8、32 

0.」2 上43 上0ら し03 079 089 上言 35.4 3.5 3.4 7.9 

il間引 上、く佃 硬捕 り辺鮫川 

3l 右

32 7.39 2,07 I5.04 く ま1.62 政雄ノ杜若 
音金剛酬) 一維儲=黒 

33 2.03 
287 音 

璃伍Iせ岩 ;先端子間聞) 

34 3.69 2」O (有籠碩彫状) 

35 

40-12 40-14 

5 6l 4、22 

I.63 052 032 044 052 30.8 3.4 0.7 22 上5 
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鉛ケ沢遺跡
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Ⅵ まとめ 今回の調査結果の要約は次の様になる。本追跡は縄文時代早期末前期初頭

より近世までの複合遺跡である。追跡範囲は調査地の西部丘陵及び堀部と西部に広がる。検出

遺構それぞれの時期については、竪穴式住居跡は土師器・底部回転糸切無調整内薫新で示され

るように10世紀代が考えられる。壁土及び包含層中に底部に調整を有する杯の存在は9世紀後

半よりの変遷を示す。掘立柱建物は土墳墓との切合いと周辺の館との関係より江戸時代より古

いと考えられる。土塊墓は副葬品の古銭が通用時に添えられたと仮定して江戸時代の初頭に位

置付けられるものがある。第五平場の溝は壁土遺物より江戸時代に近い時期と思われる。
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2号塚(酉)

中: 1号塚(北から)

下右: 「増補行程記」
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右側に見える一対
の塚である。

下左: 「仙台藩御領分絵図I



亜
嘩
噴
油
雌
.
①

軽
姻
峨
噸
.
調
(
.
T
怠
桂
)
昨
蛸
壷
地
霊
出
来
晒
÷
接
害

葺
偲
饗
宴
≡
略
.
寸

畢
噌
饗
宴
箪
÷
.
〇
〇

「
豊
国

轟
姫
里
什
来
せ
.
N
∴
蕊
蒐
悪
書
.
「

蕾
璃
丑
廿
K
哩
・
恕
雫



建物遺構全景
(西から)

池跡

(西から)

轟遺構

(商から)

図版2 北半部の遺構



Cj12建物P2e

石敷遺構(南西から)

Cj12建物P。2

Cj12建物P74

石積土塀(東から)

図版3 北半部の遺構



第1号住居跡
(束から)

第2号住居跡
(北西から)



溝状遺構1、 2号溝

FGブロック落ち込み遺構

Gabクリット出土状況

(北から)

図版5 南半部の遺構



土鍾(2号住居跡)

実測図12 (向側)、89 (手前)の土器

実測図115の土器(Gabゲ)ット)

実測図32の土器(Gcdゲ)ット)

矢印は実測図100の土器(Ge「ゲ)ット)

土偶の出土地点(Ge「ゲ)ット)

図版6 遺物出土状況

三脚陶器(Ce「ゲ)ット)



1 :第1群1類 2へ6:第1群3類 7へ10:第2群1類a

図版7 包含地出土土器(光)



11へ15:第2群「類a

図版8 包含地出土土器(米)



20

16-21:第2群1頬b

図版9 包含地出土土器(%)



27

22-24:第2群1類b 25-28:第2群1類c

図版10 包含地出土土器(易)



二蜜∴辛∴

29-38:第2群1類d

図版11包含地出土土器(坊)





47-52:第2群2類b

図版13 包含地出土土器(者)
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65

61へ64:第2群2類b 65へ66:第2群2類c

図版15 包含地出土土器(者)



67:第2群2類c 68-75:第2群2類d

図版16 包含地出土土器(瑳)



89



90・93:第3群1類 9l・92・94:第3群2類 95:第3群3類 96:第3群4類

図版18 包含地出土土器(瑳)



第3群3類土器

図版19 包含地出土土器恢)
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98:第3群3類 99-101:第3群4類102-103‥第3群5類104-112:第3群6類

図版20 包含地出土遺物(労)



119

113-117:第3群6類118:第4群119:第5群

図版21包含地出土土器(芽)



120-127 :第5群土器

図版22 包含地出土土器(労)



128・130・13l・第5群129・132・133:第6群134:第7群

図版23 包含地出土土器偽)



1:第2群1類a 2:第2群1類b 6‥第2群2類b 3‥第3群6類 4‥第4群 5‥第5群 7-10:第7群

図版24 Hブロック出土土器(光)



4:第2群3類a l ・8・9:第3群2類 3:第3群3類 2・5・6:第3詳4類

10:第3群6類 7:第5群11・12:地点不明第5群13・14:底部網代痕

図版25 Iブロック出土土器及び出土地点不明土器(光)
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図版26 2号住居跡出土土器(米)
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図版32 磨製石斧(縮尺坊)



1-3:凹石 4-12:庭石1類

図版33 凹石・磨石(縮尺易)



13へ17:第2類18・19:第3類 20:すり棒

図版34 磨石(縮尺易)



図版35 石皿等(縮尺易)





図版37 石皿等(縮尺易)
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図版38 石皿・両刃石器・研磨溝ある石器・訣状耳飾・有孔石製品(縮尺易)
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木材(2) (名)

木材(3)(拓)
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衣川柵擬定地

遺跡遠景(北方より南方をのぞむ)

中央の低地が小成沢

右手(西方)の高地が衣川柵擬定地

左手(東方)の高地が小松柵

図版1 衣川柵擬定地
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1.毛越A遺跡遠景

(東北より)

2, E-F区の

柱穴状ピット群

(束南方より)

3.溝及び溝状遺構

(南方より)

図版4



1 ,溝及び柱穴状ピット詳
(北方より)

2.溝遺構(南方より)

3.土擦(東方より)

図版5



1.包含層遺物出土状況

2.溝状遺構遺物出土状況

3.井戸跡(第一次調査)

図版6



1.1号塚(Ch27塚)

(南方より)

2. 2号塚(Hc24塚)

(北方より)

3. 3号塚(書a24塚)

(南方より)
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出土遺物(2)陶器(者)

図版9
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出土遺物(3) (/の

土師器(1)

土師器(2)

出土遺物(4)鉄製品

出土遺物(5)古銭(寿



白幡神社遺跡

遺跡全景

上: (北西から)

中: (北から)

下: (西から)

中・下は東側平場

図版1
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図版2 出土遺物

1 ・2:土人形(稲荷)

3:土人形(大黒天)

4:土人形(恵比須)

5 :土人形(女人舞姿)

6 :土人形(母子像)



図版1遺跡周辺航空写真



1.調査地遠景(南方より望む)

2. NG62焼土集積部における

土師器出土状況

3. Cd21竪穴住居跡全景

(両方より)

図版2
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躍開園囲顧圏闇

雲謁

犠頴饗
1. CdO9竪穴住

図版3

1. CdO9竪穴住居跡全景

(東方より)

2,同貯蔵穴における土師

器出土状況

3. Ce18掘立柱建物全景

(晒方よy))
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1 ・ 2、 Ce18掘立柱建物の柱穴の状況の一部

3. CcO6竪穴住居様遺構全景

(南方より)

4 , CdO3竪穴住居棟遺構全景

(東方より)

図版4



1, Ff27. Fe30ピット列全景(東方より)

喜墜▲1ト尊堂
2 ・ 3. Fe30ピット列のピットの状況の一部

4. Ff18礫集積部(南方より)

南半の礫は除去し、掘り込み

を露出させてある。



B j 18墓塀の状況

1.人骨検出時の状況
(西方より)

圏題
6a

2.頭骨及下顎骨

3,その下位の太腿骨等

4.銭貨出土状況

5.完掘後の墓墳

6 ,副葬品の治平元宝



1.: Fブロックの焼土集

積部

2.:縄文早期土器(坊)

3 :縄文晩期土器

4-6:石鍛(米)

7 :両刃石器様(者)

8-10:磨石(米)

3 二言藷野市

図版7

ヽ

/÷)

ふ二言へー

4a

圏
圏
囲
圏

.

‾

◆. ←ウ
ィ

4b

亨鶏
一ih..



き,・・一叫です●ござ札

2b

7 ・ 8 :時代不明の砥石

図版8
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都田土遺物(星

2-6 : Cd21竪穴住

居跡出土遺物
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3 :黒色処理あり

2 ・ 3 :回転糸切無調整

4・5:叩き目のある土

土師器
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C dO9竪穴住居跡

出土土師器

1 :蜜形(2個体)(米)

2-8:‡不形(米)

内面黒色処理

回転糸切

無調整

細■■■題■賀■一審

夏援

8 図版9

3、 5、 7の底部外面に

×印あり



鈴ケ沢遺跡

全景(立体航空写真:焦点距離の等しい2枚の凸レンズを使用してご覧下さい)

全景(航空写真)

第五平場(東側)

図版1

第五平場(溝)
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第一平場北東部

第一平場 西

C c33住居跡遠景第一平場南東部満等

第二平場

図版2



第三平場

第四平場

す_チエ‾ __一小人ー

≧三宅≒霊夢言一二二

写孝 吉㌔-・誓

第四平場 調査地北側第三・第四平場
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第3土墳墓(BgO9) 1.古銭 2.鉄製手技 3.煙管 4.鉄製品 5.鉄釘(S二ガ)

第4土塀墓(Bh15)

第5土塀墓(BI「12)と副葬鉄製毛抜

図版5
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文化課長 熊 谷 正 男

課長補佐(総務)小野寺 昭 吾

同 (調査)小野寺 登

庶務係長 加 藤 勝 男

主 事 鈴 木 喜代治

同 佐 藤 伸一郎

主任文化財主査 嶋 千 秋

文化財主査 菊 地 郁 雄

技 師 国 生 尚

縦貫自動車道調査班

文化財主査 吉 田 努

同 三 上 昭

同 斉 藤 淳

同 島 隆

同 尾 野 靖

文化財調査員 相 原 康 二

同 八重樫 良 宏

同 狩 野 敏 男

同 田 村 壮 一

主 事 石 川 良 書

新幹線調査班

文化財主査 菅 原 弘太郎

同 細 谷 英 男

同 朴 沢 正 耕

文化財調査員 鈴 木 隆 英

技 師 佐々木 勝

縦貫自動車道調査班

臨時職員 鈴 木 明 美

木 村 キエ子

桜 井 芳 彦

相 星 輝 子

高 橋 生 子

小 西 エイ子

漆 原 悦 子

亀ケ森 恭 子

藤 原 周 子

館 川 幸 子(12月退職)

佐々木 るい子

高 橋 英 子

山 崎 かづ子(12月退職)

瀬 川 いく子(10月退職)

工 藤 恵理子(6月退職)

川 村 容 子(10月退職)

後 藤 裕 子

石 田 千鶴子

佐々木 信 子

福 士 多恵子(2月退職)

小 森 良 子

佐 藤 早 苗

斉 藤 冨美子(1月退職)

ー392-



岩手県文化財調査報告書第54集

東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書 Ⅴ

昭和55年3月 発行

発行 岩手県教育委員会

盛岡市内丸10- 1

印刷 山口北州印刷株式会社

盛岡市青山四丁目10-5




